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１．研究計画の概要 
 音声は一般に極めて頑健で，耐雑音性が高
く，母語話者であれば極めて信号対雑音比の
低い状態であっても，音声を聞き取ることが
できる。これは，ヒトの脳がわずかな手がか
りと，それまでに学習した知識とをうまく利
用し，能動的に知覚的世界を構築しているか
らこそ可能となることであると考えられる。
本研究課題では，このような音声知覚に関す
る脳の仕組みについて，知覚心理学および聴
覚生理学の立場から研究を行うことを目的
としている。特に，以下の三つのテーマにつ
いて，研究を行う。 
 
(1) 音声の知覚手がかり，特に音節端点の検
出手がかりを，音声の音響分析，および雑音
駆動音声を用いた知覚実験を通じて明らか
にする。 
 
(2) 高齢者および若年健聴者の聴力測定を通
じて，聴力，背景雑音，部屋の残響特性と音
声の聞き取りとの関係について明らかにし
ていく。 
 
(3) 聴覚の特性をうまく利用することにより，
若年健聴者にとっても，高齢難聴者にとって
も聴きとりやすく違和感の少ない音声強調
処理技術の開発を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 音声の知覚手がかりに関して，以下の研
究を行った。多言語音声を臨界帯域フィルタ
ーに通したうえで，パワー変化を抽出し，パ
ワー変化の相関をもとに因子分析を行った。
その結果，英語（イギリス英語，アメリカ英
語），ドイツ語，フランス語，日本語，スペ

イン語，中国語（北京語，広東語）のいずれ
の音声においても共通する 3因子が見いださ
れた。さらに，これら 3因子をもとに，音声
の周波数帯域を言語間で共通する 4帯域に分
割することができた。この周波数帯域を使っ
て，日本語文の朗読音声をもとに雑音駆動音
声を合成し，パワー変化を帯域間で平均化し
たり，入れ換えたりした結果，音声の明瞭性
がどのように変化するのかを調べた実験を
行った。その結果，組み合わせる帯域によっ
て明瞭性の低下度合いが大きく異なること
がわかった。さらに，日本語単音節の雑音駆
動音声を合成し，4 帯域のうち，いずれか一
つの帯域を削除し，異聴の様子を調べること
により，各帯域が音声知覚において果たす役
割を調べた。その結果，どの帯域を削除する
のかによって，異聴のパターンが全く異なる
こと，最も低い周波数帯域は，母音の知覚に
対して大きな影響を持つだけではなく，有声
子音と無声子音の同定にも重要な役割を果
たすことが明らかとなった。さらに，イギリ
ス英語の音素ラベル付き音声データベース
を用いて，音素ごとの時間的中央点における
各因子の因子得点がどのように分布するの
かを調べたところ，音節の核となる母音と，
それ以外の子音とがそれぞれ異なる因子の
軸に沿って，きれいに分布する様子が見られ
た。それだけではなく，音節の開始から終了
に至る音素変化の経路上に，従来の音声学の
理論ではうまく扱うことができなかった/s/を
含めて，母音，半母音，子音が音素の「ソノ
リティー」にしたがって，矛盾なく分布して
いることが確認された。 
 
(2) 高齢者および若年健聴者の聴力，背景雑
音，部屋の残響特性と音声の聞き取りとの関
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係について，以下の研究を行った。高周波領
域の聴力測定法について検討を行った。また，
若年健聴者において，残響による音声の聞き
取りの低下がどのように生ずるのかを，小学
校の教室における授業の聞き取りという実
環境において調査し，予備的な結果を得た。
さらに，聴力と聞き取りやすい音声との関係
を調べるため，背景雑音と残響がある実環境
を模擬した実験室において，健聴者と高齢者
がともに聞き取りやすいテレビ放送音源の
信号処理方法について検討した。その結果，
健聴者では 1000-4000 Hz の周波数帯域を増
幅し，500 Hz以下の周波数帯域を圧縮するこ
とによって，聞き取りやすさが改善すること
がわかった。しかし，高齢者では聴力レベル
や補充現象の有無によって，処理方法に対す
る聞き取りやすさの評価に相違が認められ，
最適な処理方法を決定できなかった。 
 
(3) 聴覚特性を利用した，若年健聴者にとっ
ても，高齢難聴者にとっても聴きとりやすく
違和感の少ない音声強調処理技術の開発に
ついて，以下の研究を行った。二つの時間窓
を用いて音声のパワーを計算し，パワー比を
もとに実時間で音声を強調する方式を開発
した。そして，この方式のパラメーターを最
適化する研究を行った。その結果，このシス
テムにおいて最適な子音強調量は，子音によ
って異なることが明らかとなった。 
 
３．現在までの達成度 
 (2) おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 おおむね当初の計画通りの方向で，順調に
研究を進めているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 すでに重要な成果と呼べるものがいくつ
か出てきつつあるので，今後はこれらをさら
に発展させ，より多くの査読付き論文として
国際誌に掲載されるよう，つなげていきたい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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